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「鵜殿のヨシ原は世界の財産です」 
鵜殿を遊ぶ・４０年の 

活動をお話しします。 

鵜殿ヨシ原研究所長 

小山弘道 

２０１５年１０月２日 



こんにちは小山弘道です 

私のふるさとは鹿児島県出水（いずみ）市、 

ツルたちが冬に来て暮らします。 

山と川と海で遊んで育ちました。 

東京の大学、大学院で勉強し、 

大阪市立大学理学部附属植物園に勤め、 

研究をしました。専門は植物生態学です。 

交野市から鵜殿に通っています。 

写真：出水市HP 

鵜殿ヨシ原研究所 



うどの、素晴らしい！ 歴史的景観 

天王山、比叡山、男山（石清水八幡宮）、 

永い歴史を作ってきた景色が見渡せる 

天王山 比叡山 男山 

「土佐日記」 紀貫之が見た 風景、 

何百年、何千年と変わらない景色 

鵜殿ヨシ原研究所 



.鵜殿 都市河川の希少な水辺 

鵜殿ヨシ原研究所 

広さ７５km２、川の水面から７ｍ高い。 

            生態系は豊か。 
図．食物連鎖 



ヨシの調査を1975年に始めました 

・1971年～淀川の改修、川幅広げる、川底掘り下げ。 

 鵜殿は水に浸からなくなった、大きな変化。 

 湿地が乾燥して、水辺の植物、ヨシが激減！ 

 1974年（昭和49年） ヨシ ２７％ 

 1982年（昭和57年） ヨシ ８％         
 

・1975年（昭和50年）高槻市からヨシの調査の依頼、 

 調査区を設定、ヨシの生育状態を測り始めた。 
 

・1985年（昭和60年）「鵜殿のヨシ原」保全対策調査研究 

 報告書ー都市における自然の再生ー．高槻市発行 

 

 

 

鵜殿ヨシ原研究所 



1995年、国の保全事業始まる、ポンプで揚水 

河川改修で川が低下。 増水時に鵜殿が浸からない！ 

ヨシ原が乾燥、ヨシ激減。 湿地環境が必要。 

春から秋に揚水、 

水路で広げる。 

 

揚水無しに湿地は 

維持できない。 

鵜殿ヨシ原研究所 

鵜殿は淀川より 

約７ｍ高い！ 



法律が改正され、自然環境の保全が始まった 

鵜殿ヨシ原研究所 

・ 河川法が、1997年（平成9年）に改正 

 目的： 治水、利水に「河川環境の整備と保全」が追加 

 種の保全、生態系の保全、景観の保全 

ヨシは増えた？ 調査で明らかに 

・ 国交省の保全事業の効果は？ 

 ヨシの大きさを測り、植物の種類を調べています。 

 ヨシは増加した！1982年 ８％→ 2012年 ２９％   

 水をくみ上げ流したので、湿地の環境が回復。 



図．鵜殿 揚水ポンプ、導水路 

 （淀川環境委員会 平成25年７月資料から引用、文字は鵜殿ヨシ原研究所） 

    

揚水ポンプ、導水路 ヨシ群落に成果！  
調査を続けることでヨシの経年変化を明らかに。 

           

導水路 

揚水ポンプ 

（１）導水路・堤防側   

（２）導水路・淀川側   

鵜殿ヨシ原研究所 



ヨシ 茶色の穂、オギ 白色の穂、ｾｲﾀｶﾖｼ 冬でも茎・葉は緑色  

鵜殿ヨシ原研究所 

大型草本 ヨシ、オギ、セイタカヨシ 



.ヨシはイネ科 

鵜殿ヨシ原研究所 

春に芽生え、夏に穂を出し、秋に熟す。 
冬に刈り取る、１年 



.地下茎に栄養を貯める 

地下茎(ちかけい)の長さを調査、 

１×１×１.８ｍの範囲で１００ｍもあった。 

適した土壌は深さ約２ｍが必要。 

地下茎の寿命は５年。 

 

写真は 

2003/6/27に 

調査、撮影。 

「所さんの目 

がテン！」 

日本TV放送 

 2003/7/13 

鵜殿ヨシ原研究所 



  鵜殿は乾燥化し、つる性植物が育ちやすく、ヨシ激減。 

  対策：３～６月芽生えの芽を抜く。毎日無数の芽生え！ 

 

 

鵜殿ヨシ原研究所 

ヨシに巻きつき倒し枯らす ①カナムグラ 



  ゴキヅル 水路で育つ。 ３～６月に芽生えを抜いて減らす 

鵜殿ヨシ原研究所 

ヨシに巻きつき倒し枯らす ②ゴキヅル 



揚水、ヨシ刈り、利用、ヨシ原焼きで育つ 

３月～４月 ノウルシ、ミコシガヤ、トネハナヤスリ  日本で数ヵ所  

 

鵜殿ヨシ原研究所 

希少種 

  希少種を 踏んで歩くや 観察会 



調査で大阪府の生育が明らかに 

 アゼオトギリソウ、       サワトラノオ 

鵜殿ヨシ原研究所 

希少種多数 



鳴く虫の仲間（バッタ目）を注目してみると 

バッタ目は４５種が鵜殿で記録。 

大阪府における保護上重要な野生生物の、 

要注目種  「クツワムシ、クルマバッタ」が、生息 
クツワムシ♪ガチャガチャガチャガチャ  ツユムシ♪ジ ジ ジ ジジジジ♪ 

鵜殿ヨシ原研究所 

昆 虫 



オオタカが、コサギを捕らえた！生態系 

鵜殿ヨシ原研究所 

野 鳥 



猛きん類のえさ場、ツバメねぐら、オオヨシキリの巣 

鵜殿ヨシ原研究所 

ハヤブサ 

オオタカ 

ハイタカ 



 カヤネズミは 絶滅危ぐ種の県多い。大阪、京都では要注目～準絶滅危惧 

草原：カヤネズミ、イタチ、キツネ、タヌキ 

鵜殿ヨシ原研究所 

けもの 

 イタチ、  キツネ、 タヌキ（草刈り作業の近くで毛づくろい、私は緊張） 



楽器「ひちりき」のリードのヨシは、鵜殿が最上の産地 

人が育てるから。刈取り、ヨシ原焼き。ポンプで導水。 

世界無形文化遺産「雅楽」を支える  

新名神高速道路の建設着工が決定、その影響は？ 

鵜殿ヨシ原研究所 



.「雅楽」千数百年の歴史、神社や仏閣の祭祀 

宮内庁楽部が選び使うのは鵜殿のヨシだけ。 

 

鵜殿ヨシ原研究所 

写真提供：宮内庁式部職楽部 



.鵜殿のヨシは世界の宝  

ひちりき のリード（ろ舌）は、 

鵜殿の「ヨシ」が最高。 

鵜殿のヨシが永年使われ続いてきた。 

雅楽1300～1400年の歴史、 

「楽家録」に（1690年、320年前） 

「古来 摂津国 鵜殿の地に生ずるところの 

 蘆、これを用ゆ」と記される。 

鵜殿ヨシ原研究所 



.雅楽コンサートを主催、継続して開催  

 2000年ヨシ原焼き 

鵜殿ヨシ原で開催、 

演奏：大阪楽所 

2004年「ヨシ・水・音」 
雅楽コンサート 

高槻市立五領小学生、 

雅楽団体の指導を受
けて、楽器ひちりきで 

♪「ふるさと」を演奏、 

観客350人の満員 

鵜殿ヨシ原研究所 



さらに、雅楽を支える鵜殿を広める  
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2006～ 宮内庁雅楽部楽師の鵜殿見学を案内始める 

2007、2013 雑誌、邦楽、管楽器専門誌の取材記事 

2010 枚方市で、ひちりきの「ろぜつ」製作実演とお話 



鵜殿ヨシ原研究所 

ヨシ製品の輸入増加、国内産減少、地場産業衰退 

（図.すだれの中国から輸入、重量と価格の経年変化） 

.水辺が見捨てられた原因： 国産ヨシズの利用減 

税関の記録より、小山調べ 



 

 目的：「鵜殿（うどの）」の自然と生き物を守り、 

    ヨシ原が人の暮らしと繋がるよう、 

    「世界無形文化遺産（雅楽）を支える」、 

    鵜殿の様々な価値を高めること。 

.市民が守る取り組み ： 鵜殿ヨシ原研究所  

 

研究者（所長）と市民が活動を行うボランティア
団体です。参加者は高槻市のほか近畿各地 

1976年 高槻市から大阪市立大学の小山へ 

依頼、市の環境保全課とヨシの調査を開始 

鵜殿ヨシ原研究所 



. 鵜殿ヨシ原研究所   

  2001年 鵜殿ヨシ原研究所を設立 

 1975年からの調査を、市民参加で継続しています 

  調査は年間５０週、小山の活動は年間２００日以上 

鵜殿ヨシ原研究所 



. 活動のポイント 

 

2. 鵜殿ヨシ原研究所、鵜殿クラブ 市民参加  

1. 調査をして記録、継続する  

3. ヨシ帯の生き物,気象,文化などを調査 

4. ヨシ利用を創る 「ヨシ紙、お箸、燃料」    

    調査区、ヨシの生育状況（高さ）を測り記録  

    参加しやすい方法、社会に活動を伝える 

鵜殿ヨシ原研究所 



鵜殿ヨシ原研究所 

 活動は広がります 

 

3. 葦活用：新価値「ヨシ紙、お箸、燃料」  

2. 活動を広める、展示会を継続して開催  

1. 自然調査を毎週、観察会を毎月、随時   

4. 世界無形文化遺産「雅楽」を支える 

5. 河川事務所に保全事業の方法、継続や 

  高槻市に種々の提案、協力   



. 調査を開始、継続する 

１９７５年 調査を開始、ヨシ生育状況、カナムグラの数 

１９９６年 導水路に  

  調査区を設置、 

  各種調査を継続 

内容はヨシの調査、 

    植物、地下水位、 

    気象、生物など 

１９７５年 ヨシが激減,つる性植物・カナムグラが急増 

鵜殿ヨシ原研究所 



.調査 1996年から20年、ボランティアが参加 

  調査区を現在10ヵ所設置、毎週１回 ヨシ成長を計測、 

冬は約１３００本を刈り取って測定。 

鵜殿ヨシ原研究所 



 測る、記録する 参加者を募集中、初心者歓迎 

 
地下水位や気象も観測 

 葦の成長や植物、生き物、データや写真で 

鵜殿ヨシ原研究所 



「気象観測 自然と生物の保全の「基礎資料」   

鵜殿ヨシ原研究所 

・種々の植生がどのような気象水象環境下で年々生育している  
 のか、保全対策の結果の評価のためにも、 
 年毎の生育環境の違いを定量的に把握する必要がある。 
 
・水文気象観測 項目：気温、湿度、風向風速、 
 地中温度、導水路水位、水温、新川水位など 
 
・建設省河川工事事務所が（財）日本気象協会  
 に委託、1998年5月～実施、５年間のみ。 
 
・引き続き、当研究所ボランティア（気象専門家）  
 により観測が継続。 

 
 
 
 
 



「気象観測   

鵜殿ヨシ原研究所 

図１ 
導水路の 
水位、水温． 
分水路の 
水位 
図2 
新川水位 
図3 
国交省公開
データ 
淀川水位 
「高浜」 
地点 



鵜殿クラブ 会員を募集中   

 

 会報を毎月発行、現在193号、鵜殿と活動の記録 

1998年 参加者が「うどのクラブ」（市民団体）を発足 

観察会を毎月開催、多くの人に鵜殿を活動を伝えたい 

鵜殿ヨシ原研究所 



観察会を毎月、随時、開催 

鵜殿ヨシ原研究所 

美しい、懐かしい、静けさ、おおらか、ぶらぶら・・・ 

・毎月１回以上の観察会、室内講座などを1988年から継続。 
 
・観察、調査、保全のためのヨシ刈り、草木染めなど多彩に 



展示 保全には、多くの人に伝えることが重要 

 1999～2004 鵜殿のヨシ原フェスタ 、6年で9回開催 

2005～現在  「高槻エコフェスタ」などで展示、体験 

 鵜殿ヨシ原研究所と鵜殿クラブで協力、開催 

鵜殿ヨシ原研究所 



伝える  

鵜殿ヨシ原研究所 

・ 2005/4「みどりの愛護」の集い 
 皇太子殿下に鵜殿をご説明。 
 高槻市からの依頼、 
 雅楽ひちりき、小学生ヨシ工作 
 

・2005/8～2006/2 高槻市HP,「みんなのブログ」で連載 
 

・ 2006年「全国都市緑化おおさかフェア」に参加。 
   ３月25日～５月28日の６５日間、大阪城公園  
  鵜殿と活動の紹介、ヨシ工作、ビオトープ、 
  ヨシ笛演奏、トーク＆コンサート出演など。 
 

・東京から発信！ 「河川環境展」2005 に出展。 
 「エコプロダクツ」日本最大級規模の環境展、 
 2009/2010/2011/2012 山田兄弟製紙ブースで鵜殿紹介 



鵜殿を伝える パンフを製作（１）夢・水辺を創る 

鵜殿ヨシ原研究所 

・ 
 
 
 

1999/8 
自費制作． 
・概要 
・自然 
・復元活動
のこれまで 
・これから 
・植物.野鳥 
・四季 
・調査 
 
 

 
 
 



パンフを自主製作（１）夢・水辺を創る（裏）  

鵜殿ヨシ原研究所 

・概要 
・調査 
・ヨシ生育
の定点撮影 
・調査内容 
 
 

 
 
 



パンフを新たに（２） 

鵜殿ヨシ原研究所 

・2004年3月発行 
・監修、写真、資料を提供 
・発行：ラジオ大阪 
  LOVE遊-淀川実行委員会 
・鵜殿の名の由来、植物ヨシ、 
 ヨシ原衰退、気象、保全事業、 
 鵜殿のヨシ原が大切な理由、 
 植物、虫、鳥、哺乳類、爬虫類、  
 両生類、 
 ヨシを使った工作品17種、 
 ヨシ紙 
・用紙は鵜殿のヨシ紙に印刷、 
 山田兄弟製紙の和紙、ヨシ紙 



パンフを最新に（３） 

鵜殿ヨシ原研究所 

・2011年3月 
パンフレットを製作発行。 
「鵜殿を遊ぶ」 
 ～価値ある水辺を創る～ 
 
フルカラー、サイズA４、 
８ページ 
鵜殿ヨシ原研究所のHPで 
ダウンロードできます。 
高槻市図書館に有り 
 
助成金を活用 
 
 



図鑑を制作、発行 

鵜殿ヨシ原研究所 

・2011年3月 
 ハンディ図鑑 
「鵜殿ヨシ原ログブック」 
  
フルカラー、A５サイズ、 
４７ページ 
 
高槻市図書館に有り 
 
助成金を活用 
 
 



 
 マスコミに情報を発信。 

鵜殿ヨシ原研究所 



増えたヨシを利用、人の暮らしとつなげる  

鵜殿ヨシ原研究所 

・目的は、ヨシ原の保全のため。 
 ヨシ、草原の資源を使うことで守る。 
 
・ヨシ原は、里山と同じように、 
 人が手入れ育て利用し守ってきた、半自然。 
 
・ヨシの新たな価値に関心を持ってもらいたい。 
 
・「鵜殿の価値を人の暮らし、産業につなげたい」 
 ヨシの紙、バイオ燃料、ヨシの箸ができた！ 
 
 



ヨシ紙（越前和紙）、山田兄弟製紙の協力  

 ・1999年「国際ヨシフォーラム 」 で鵜殿の保全を発表 

  山田が活動に賛同、2001年「鵜殿のヨシ紙」を開発。 

・ヨシは冬にひたすら刈り集める。数百人が参加。 

・ヨシ30％木材パルプ70％、葦紙使用で森も文化も守る 

鵜殿ヨシ原研究所 

朝日新聞２０１０年６月２６日  
「ヨシ紙で保全もヨシ」 



. 朝日新聞 

 2010年 

 6月26日 

鵜殿ヨシ原研究所 



.  ヨシ紙② 展示会を毎年、開催 

鵜殿ヨシ原研究所 

 2011年 「紙～連（つながり）～文化 鵜殿のヨシ紙」 



鵜殿ヨシ原研究所 

ヨシ刈り、集め  誰でも参加できる、ヨシ原を育てる 

 200１年から毎年実施 刈る、運ぶ、集める、束ねる 



. ヨシを使ってヨシ原を守る、昔ながらの。 

 

鵜殿ヨシ原研究所 

日本で数ヵ所だけ、毎年、人気です。初めてでも面白い  



. 現代の用途があるから、未来の用途の為にも   

 

鵜殿ヨシ原研究所 

ヨシ束を作る、立てかけ乾燥。ヨシ原焼き前に運び出す。 

用途：昔はヨシズ、今はヨシ紙、ヨシ箸、未来はこれから。 



鵜殿ヨシ原研究所 

「のぼり」は居酒屋、趣味仲間、市民団体、会社と様々。 



ヨシ紙が、鵜殿を広く伝えてくれた 

2010 年アトリエMay、ギャラリー（枚方市）で 

・鵜殿ヨシ原研究所が「淀川のウドノヨシ展」 

 「篳篥、蘆舌の製作、実演会」開催、NHK放送7/23。 

・アトリエMayが雅楽演奏会、ヨシ紙展を開催 

・2011 韓国の順天湾へ、葦事業団の招待。 

  国際シンポジウムで保全活動やヨシ紙の講演 

・ヨシ紙・文具は市役所の売店で販売、 

 照明、インテリアは西武高槻デパートで 

 販売と、広がりました。 「高槻市のはにたんグッズも」 

 鵜殿ヨシ原研究所 



新たな利用「ヨシのバイオコークス」2006年 

・バイオマスは光合成によって作られた生物体。 

 コークスは、炭。 

・再生可能エネルギー、二酸化炭素を削減。 

マスコミで多数、報道。 

産経新聞３回掲載 

朝日放送、ＮＨＫで特集。 

2006/9/12.11/9 

鵜殿ヨシ原研究所 

 「今の技術なら、できそう！」 
 小山と高槻商工会議所が 

 近畿大学・井田氏に研究依頼 



産経 

新聞 

2006年 

11月 

9日  

 

鵜殿ヨシ原研究所 



. 「ヨシのはし」2011年   

 参加が広がる！ギャラリーが企画、大学生がデザイン  

鵜殿ヨシ研究所とボランティアが、ヨシを集めました。 

ヨシ51％とプラスチック。「udono_ヨシボー」「高槻市はにたん」 

鵜殿ヨシ原研究所 
写真（下）提供：松岡表具店 



朝日新聞2012年1月17日  

 

鵜殿ヨシ原研究所 



草資源を「バイオ燃料に」2013年から  
・植物を大量に集め、製造施設でエタノールに。  
 ガソリンと混合し、バイオガソリンに。 
 

・高槻市役所の協力、企業の社会貢献活動 
 ニッケ（日本毛織株式会社）の支援で実現 
 

・毎日新聞 2013年3月5日 
「鵜殿のヨシバイオ燃料化、 
         民間の研究所新たな活用策」 
 

・課題解決 ヨシ以外の植物も大量活用できる！ 

鵜殿ヨシ原研究所 

「鵜殿が生産の場所となった！」  



. 毎日新聞 

 2013年 

 3月5日  

 

鵜殿ヨシ原研究所 



ふるさとの景色、鵜殿のヨシ原を未来へ 

鵜殿ヨシ原研究所 



 

 

 

活動にご参加、ご協力、ご支援を頂いた 

皆さまに感謝申し上げます。 

 

 

この冊子は リコー社会貢献クラブ・FreeWill の支援に 

   よるものです。お礼申し上げます。 

2015年10月、鵜殿ヨシ原研究所 


